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4. 

第4報

北海道海区に於けるサバ巾着網漁業の研究

石狩湾に於けるニ般旋巾着網の性状とその代表模型に依る予備実験

中村秀男・五十嵐僑蔵

(北海道大学水産学部漁業学教室〉

(北海道大学水産学部水産機械学教室)

Studies onι.he Fishery of Mackerel by Pur田Seines

on七l児島ao:tf Southwest Hokkaido 

Statistical investigation about the structu回sof two-boat type purse seine on 

Ishikari Bay， and a preliminary experiment on the repr四entativemodel ne七

Hideo NAKAMURA and SMzo IGARASHI 

Abstract 

Fift踊 nseri<ωof data about puroe側出調 which<>抑，"tedwith two powered 
boa旬 forfishing mackerel on Ishikari Bay were inv，倒tigaぬdstatistically in ∞n-
nection with也.eirmain parts and strocturω， and the repr，ωentative values of the 
開r旬。fth錨ep町田eseines were discus駒d.
Furthermore， some preliminary expぽimentswere伺rriedout with a 1/2∞ 
miniature model net for the purpc:鵬 ofimproving the pur齢制ne.
The results of the inv倒tigationmay be summarizedωfollows: 
1) The length of the floating side of偽epurse seines opera.ぬdon the Bay is 
somewhat larger than that of the飴 in，倒 onthe other ar，ω. It seems that， prac-
tically， there is no differenωbetween the伺 tchesof mackerel by the net 600 m 
in length and by the ones of 10∞m in length. 
2) T加 heigh旬。fbag net and No. 4 wing net have， r倒pectively，slight propor-
tional relatt∞sωthe length of the floating side of the seine. Both heights are 
somewhat greater than thωe of the田旬 operatedon other釘eaand thE鵬 lengths
悌ems句 beaffected by v紅iousfactors in the畳sliinggrounds. 
3) The operating apparatus of the model purse seine w鎚 setup， and it w凶
recogr由edthat the鈎，ttingand sinking state of this model net were vぽys加 ilar
ωthωe of the seine actually operaぬd.
4) In th鋪eexperiments of the model net， the sinking time of the net skirts 
under the ω，ndi討onof horizontal spread and th阻 fall，was measured at 1.8， twice 
ωlong in ∞mparisonωthat bundled initially and then spread down vertically. 
5) The smaller mesh size of net wωmade， the more総，vereshrinking occurred 
along heightwぽdof the net; so the serious ωnsideration of this shrinka酔 must
be given 句 thedωign of the鴎i回国匂.
6) Three typ倒 ofsinking staぬsof bag.net are shown in Fig. 12. 

In this experiment， shrinkages of model net height were unexPE認ぬdly飽vere
and sinking veI∞ity wωrather slow， probably d田旬 thetotal sinking weight 
and the stiffn，制 ofthe thread in the wa句，r.
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E緒言

戦後，水産政策の基本方針に従い旋網漁業に於いても漁船の大型化及び各種計測器・漁携機械類の導

入に伴う沖合の新漁場開発が進められ，一方漁具資材面でも従来の綿網に代り各種合成繊維漁網が広く

普及し本漁業の操業形態は一変した感がある。北海道日本海側及び太平洋側に於けるサパ旋網漁業も昭

和 24年来，各方面からの数多い入稼船に依り盛況を呈し，その形態には房総から三陸にかけて使用せ

られるイワシを主対象とする両手廻し揚繰網系と西日本特に朝鮮漁場で主としてサパを対象とするニ般

旋巾着網系とがあり全部昼間操業である。筆者等は昭和 25年以降，本道両海区のサパ揚繰網及び巾着

網の構成規模に就き調査1ト日を継続し二般旋巾着網は荷手廻し揚繰網よりもサパに対する操業経験豊富

で機動性に富み漁獲能率高く優秀であって操業近代化の条件を備えているものと認めた。

本報ではこれらの調査資料中石狩湾操業の旋網類の主力をなす 30噸級の真網船・逆網船に積載使用

する所謂近代化された二綾旋巾着網から，資材の同等な且構成規模の明瞭な 15ケ統を取。上げ，これ

らの各局部の構成やその規模の資料から同湾に於ける巾着網の性格に就いて二，三の知見を得たのでこ

こに報告する。

尚従来，漁網の性能向上を目的とする模型実験は一定海区で操業する個々の網を原型として取扱った

ものが多いが筆者等は試みにここで得られた平均値が当海区で操業する二綬旋巾着網全体の各局部の数

値を一応代表するものであるとの観点からこれを用いて模型網を設計製作し，本網性能の向上を目的に

二，三の予備実験を行ったので併せて報告する。

本稿の御校閲並びに種々適切なる御教示，御指導を賜った漁業学教室金森政治教授，水産機械学教室小

林喜一郎教授，漁具物理学教室黒木敏郎教授又模型製作に際し助言を与えられた航海測器学教室鈴木恒

由講師に厚く御礼申上げると共に本実験の諸準備に協力された漁業学教室小林函一氏に深く感謝する。

2 石狩湾海区の巾着鶴の性状

15ケ統の網について，主要局部の仕立上り寸法と 1ケ統当り所要綱地重量との資料を統計的に検討し

た処，それぞれの値はほぼ正規型を示した。各網の主要寸法並びに各部の平均値は附表1，11に掲げる。

今，全浮子方と全沈子方との仕立上り長さ，台網部の浮子方と沈子方との仕立上り長さ及び台網部と立

肘網部の丈等に就いて比較して見ると余り大差はなく全体の形状から見た時，所謂臼本式巾着網(改良

揚繰網〉の型とアメリカ式巾着網の型とで大部分を占める。又1ケ統当り所要綱地重量，台網部の浮子

方・沈子方の仕立上り長さの点ではそれぞれ最大，最小の差が極めて大きいが，当海区での巾着網は西

日本海区の様な純然たるサパ二般旋巾着網系のものばかりでなく，他海区よりの入稼船が多いのでそれ

ぞれの経験的な設計や仕立方の違いが持ち込まれてこの様な大幅の差を生じたものと思われる。全浮子

方と全沈子方の仕立上り長さを見ると 800-1∞Omの範囲に半数以上が含まれる。この様な構成は中部
及び西部日本海区で操業するものと同様，巾着網としては大きい規模のものに属する。即ち全浮子方と

全沈子方の仕立上り長さは全国的傾向として経年的に大型化の傾向が見られる。過去に於ける漁獲の実

績に依れば浮子方の仕立上り長さ 6帥-l(鵬mの規模の網を使用する巾着船では，漁獲成績の優劣をつ

けがたく，むしろ次に述ぺる網丈が性能を高める重要な素因となるものと思われる。従って現在の構成

規模よりも幾分長さの点で小型化しでも従来同様の漁獲成績をあげ得るものと思われる。

台網部と立肘網部の仕立上りの網丈を統計的に検討した処，台網部では90-14伽n，立肘網部では 80

-130mの範囲に夫々の 6-7割が含まれている事を知った。全浮子方の仕立上り長さに対する 1ケ統

当り所要網地重量，台網部の丈及び立肘網部の丈との関係を第1図から第3図に示す。即ち第1図は全

浮子方の仕立上りの長さ (x，m)と1ケ統当り所要網地重量匂，kg)との関係を対数グラフに依り直線で
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示したものでありその結果，百=0.03x1・8とな

った。尚この関係の中で (A)，(D)及び (E)

の網(附表I参照)に就いては，各局部の網

地が太く締結多く，加えて網丈も深く使用漁

船に対して構成規模の過大さが見られ又 (1)，

(K)に就いては規模の割合には使用網地が細

目で目合も稽々大きく，締結の少い点からも

所要綱地重量の軽量が窺われ，直線からのフ

レの大なる事の解釈がつけられるのである。

又第2図は全浮子方の仕立上り長さと台縞部

の丈との関係を又第3図は全浮子方の仕立上

り長さと立肘網部の丈との関係を求めたもの

である。今全浮子方の長さに対する台網部の

丈及び立肘網部の丈の割合に就いて，これら

第2，第3図と台網と立肘網の丈の度数分布の

状態から見ると，当海区での巾着網のこれら

の丈は浮子方の長さに軽い比例関係があり，

主として漁場とサパの生態の面より生じた結

果の様に思われる。浮子方の長さに対する網

丈の割合を宮本6)の求めた各種旋網の長さと

深さの関係と比較すると当海区の網丈は幾分

大きい。今サパ漁場の形成状態からいえば，

6月上旬頃群団が産卵の目的で適水温其他餌

料等を求めつつ積丹岬より湾内へ浸入し密集

浮上群となり，初漁期には水深50-1伺m層

が好漁場を形成し(産卵群の来遊期の 6-7

月に於げる神威岬の平均表面水温は 14.20C

及び 19.10C7>)その後，徐々に沖合に進出し

産卵後は北上し浮上群も少くなり中層及び下

層にも比較的厚い群を見せる様になり旦産卵

後は食性強く，行動が敏速になり併せて現場

水温の遥苔に依る垂直移動も大きくなるので

この様なサパの群集水深・潜入深度の深い点

からも当海区での上述の構成規模は適正であ

るといえよう。

台網部，各袖網部 (No.1:台脇， No.2: 

胴網， No.3:肘網， No.4:立肘網〕の浮子

方，沈子方縁網及び身網に使用する絹糸の太

さ，自合及び締結に就いて調べた処，これら

もほぼ正規型の分布を示した。これらの平均

値や信頼限界に就いては附表 IIIに示した。
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3 模型実験

以上の各局部の平均値をとり之が当海区の二般旋サパ巾着網の資材及び構成規模を代表するものと考

42 

Text-fig. 4. Strip plane of mackerel pur.腿 seine(佃ehalf net) 
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Name 

Cork line 

Lead line 

Bridle line 

Purse line 

Name 

Buoyancy of float 

中村 ー五イ嵐: サハ rlJ着漁業の研究

Table 1. (B) Ropes 

Mackerel purse seine Model 

Diameter 
Material (mm) 

Diameter Material (mm) 

Manila rope 

11 

11 

Wire rope 

13.5 
15.。
12.0 
13.5 

15.0 
15.0 

15.0 

Silk 

11 

11 

Saran 

Table 1. (C) Float and sinker 

Mackerel purse seine Model 
(kg) 

Paulownia 4827.6 Cork 

0.405 
0.450 

0.360 
0.405 

0.450 
0.450 

1.460 

(g) 

12.75 

Weights in water of 

lead and purse ring 

Sinker: Lead 1208.4 

Ring: Iron 27.7 

旬匂l 1236.1 

Metal fuse 3.06 

Vinylon pipe 0.20 

total 3.26 

Note 

2L=003 

11H=0097 

Note 

ψ，-=0.324 
v 

じ=0.0山
F，=264×106 

えるならば，この代表網が，或る海況での操業に当って剖1何なる投網及び沈降状態，締結状態を実際に

示すものかヌ目的魚群の習性に適応した網の囲縫形状，容績を如何にすれば良いか等の問題は重要な解

明課題となる筈であり更にこの代表網と個々に調査した網との椛成上の優劣，改良点等の比較を行えば

能率的経済的向、具の構成を目的として巾着網性能の向上を図る事が出来る筈である。その第ー歩とし

て代表網の模砲を田内法l{lj'川こ従って製作し投網装置を試作してニ，三の予備実験を行った。第4図は

代表網々地配置図であり第1表には代表網と模型網の各資材及び模型網の階成 ・浮沈関係等を示す。尚

実験には本学部の回流水槽を使用した。

A 投網装置及び投網実験

先ず二本の硬質ビニールノfイプにトタ

ン製の箱を吊下げ，これに予め水に浸し

た網を分載し台網部を水面下 1-2cm漬

けた状態でパイプを旋回し網をおとすと

いった装置(第 5-第6図)を試用した

処，台網部の水に対する抗力が甚だ小さ

し一方濡して積載した網同志の摩際抵

抗が大きく縄は円弧に務ちず弦状になる

結果しか得られなかった。そこで第二

の装置として円周 410cmの鉄棒に高さ

15cmのトタン枠を取り付け，両端は第

-161 
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7図の様に両船が投網終了後，紡(車い〉を

し且締括する時の実際の軌道と合せて鉄

棒の内側に曲げて取付けた。枠の全長を

模型の浮子方の長さに等しくし，船は枠

の外出IJに接し乍ら曳行する。尚船の曳網

は真網船では左絡に，逆網船では右絡に

それぞれ取付けられた環より枠添いに導

き手で動かした。更にこの環には締括綱

のStopperとして環〔締括綱の長さは沈

子方の長さに両立肘網の丈を加算した長

さに決め，この両端に梢々大型涼一箇を

取付け投網終了後，締括綱が所定の長さ

以上に走出するのを防ぎ旦締括に便なら

しめる様にしたもの。〕を装着した。 こ

の装置を用い初め船を粋に接した状態で

投網した処，台網及び袖網の一部は投網

開始後，直ちに沈まず又両船が旋回中網

は枠沿いた引張られi5!子方から;土子方ま

でが一束に殊に沈子方は締括綱と共に枠

に附若し不調であった。そこで枠と網と

の間隙が浮子に依って生ずる様に網の積

載法を前の時と反対に浮子方を内側へ移

し，水面から枠の下辺までの深さを 5mm

-lcmに浅くして網地及ひ綱類の枠に附

着する事を出来るだけ少くし又両船は初

めから枠に接せず約15cm位離しておき，

船が曳行開始後第二次的に枠沿L、に走る

様にした処，網は投綱して行く順序に締

麗に沈降を始め網裾の方は幾分，枠の内

側に入り即ち浮子方から沈子方までが或

る水平距離を持ち乍ら沈降し恰も実際の

投網及び沈降の様な状態を示した。図版

Iは投網開始後から終了までの網の状態、

の例である。投網完了後，両船は直ちに

紡をし且枠を引上げる(枠に二本の鉄棒

Text-fig. 6. The state of bag net before setting 

the net by the first trial apparatus 

Text-fig. 7 The second trial apparatus 

for setting the net 

を渡しこの四隅より吊手を出し一本の綱に直結し，この端は滑車を通し枠の中心部に霊下しておく。〕

と図説の形状は8図の様に実際の投網完了後の状態に近似した。

B 締括実験

投網完了し第8図の状態で予め用意しである締括綱引上げ用 Hook(両船，併?をする位置の栄に滑車

を取付け之に引上げ綱を通し末端に Hookを付け垂下しておく。〕に速かに Stopperを懸け徐々に引上

- 162ー
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げ(締結〕を開始した。図版IIは締括開

始後，或る時間経過に伴う網裾の平面的

な状態を示し図版 IIIには側雨的締結状

態を示す脚注入斯様な実験を締括時間

14 秒 -28 秒〔実網換t~:で約 15 分-30

分〕内で欽団連続的に行った処，締結ーが

手動で定速状態で行い1~}なかったにも抱

らず割合に円滑に締招された。尚実験に

は実際の締指状態〔環数 42箇)に少し

でも近似させるため)~1( ビニ ールパ イプ)

30箇取り付け(その比重は泌子の沈降カ

でかl減し). 締括縞にサランを使用した

処，立J!す網の方から徐々に締鹿に締結が

見られた。

Text-fig. 8. Front view of the net 

immediately af民rsetting 

C 台網及び制i絞i部のit降状態について

実際の妹、業では魚鮮発見と岡崎に両船全速で之を間続する在11く旋1"1しつつ網を投下するのであるが，

この投下及び沈降状態を知る予備実験として 1) 貯水中で網全体をii'H息状に延ばし白E11iこ垂下させた

状態のもとで台網部及び各袖網1JJに一旦水面すれすれまで， 持ちょげ--Jt~に棒状にして後，水切りを一段

になる様lこ落下させてその時の各部の沈降i樹立を測定した。第22三日〉にはこの繰り返し各 10同の測定

Table 2. (1) Sinking velocity of every part of the net under 

water in the case of releasing the net bunched 

Name Bag net No. 1 wing net No. 2 wing net 

Depth of net (cm) 48.0 48.0 49.0 

Mean sinking time (sec) 8.06 8.20 9.15 

Probable error :t0.11 :t0 .13 主0.16

Mean sinking velocity (cm/sec) 5.98 5.89 5.39 

Probable error :t0.08 :t 0.09 土0.09

Table 2. (2) Sinking velocity of every part of the net under water in the 

case of releasing the net set parallel to the water surface 

Name 

Depth of net (cm) 

Mean sinking time (sec) 

Probable error 

Mean sinking velocity (cm/sec) 

Probable error 

Bag net 

48.0 

14.59 

:t0.33 

3.32 

土0.08

脚註 撮影の都合上， 両右!rrJでは時間的関係はなし、。
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No. 1 wing net No. 2 wing net 

48.0 49.0 

16.68 16.37 

:t0.31 :t0.30 

2.90 3.01 

:t0.06 土0.06
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結果を示す。 2). 網は前回同様にき垂下しその後，縞割高~水稲まで引上げ浮子方より締括綱に至る函を水

面に平行にしこの後，沈子方を落下させその速度を繰返し 10回測定した。(第2表ω〕その結果，網

を棒状にして落下させた時の台網と台鶴網の沈降時間は殆んど差がなく胴網の方に行くに従い梢々遅い

程度であった。又網を水面に平行にして落下させた時の各憾の沈降時聞は台網では棒状時の約1.8倍，

台脇及び腕純郵で夫々約2倍， 1.8倦であった。これら河者の測定では網の操作及び時間の測定上から

多少の誤差が生ずると思われるが斯様な資材・構成の模裂では台網及ぴ各袖網との聞には特に大きな特

徴が見られない。第2表(S)の台網の沈降時間が各袖網よ号平均約1.8-2.1秒速かったが之は第2表(1)

の憾の実験の織な務下させた後の網地同志のねっぱり，もつれ等がなく単に目合の異るこれら網地の水

中重量の差，水中に於ける網丈の績小度の差などに依るものと思われる。

尚，模型実験で邑~すべき事は水中に於ける網丈の絡小である。この実験では第 S表で見る如く実験

時の水中の網(製作後この実験までの水中使用延時間数約 80時間，この当時の網全体の浮力約3.7g)

の各網丈を仕立上り当時と比較した場合，台網から袖網にかけて 17.2-10%の絡みが生じている。又

現在(製作後4ヶ月後〉での水中の網丈では各局部共 25%以上の縮小が見られる。従って実網に換算

しでも，かなりの縮小が生ずるものと考えられるが網丈の縮小度は網地の吸水状態・漁網全体にかかる

抵抗・浮力及び沈力(模型網の水中重量約9g)更に網目の使用法(横，縦目〉・目合・仕立法・網地の

剛さ等に依りそれぞれ異るであろうから，模型織の縮み率を以って直ちに実網の縮小率へ類推する事は

出来ない。本実験から見て 1).模型網の仕立には網の浸水時間が少くも 2時間以上経過した後での形

を考える事が必要である。(浸水時間が不充分の場合は沈降の停止時の網丈が不同となる。) 2)同一資

材・太さの網では目合の小さな台網が目合の大きい袖網より縮小度が大きいから，その分を予め見込ま

ねばならない。実網の網丈の決定にもこれら縮小度を充分，考慮する必要があろう。 3).実際に船上よ

り透明度の効く範囲内で投網及び沈降状態を見るに網は務下点より一束に棒状になりつつ沈降せず，こ

の装置を用いた時の様に浮子方から沈子方までが或る水平距離を持ち乍ら沈降し，本実験中の網を水面

に平行に置いてから落下させた時の方の状態に精々似ている。今第2表(2)の各部の沈降速度(実網に換

算すると台網，袖網部でそれぞれ 6.1m，5.6-5.4m)を石井等酌の網裾の沈下速度及び魚探の記録に

依る沈子綱の沈下の速さと比較すると幾分，遅い様に思われる。これは本実験方法の下では沈降時の網

地の抵抗が大きいからであらう。次に筆者等はこの装置を用い模型網の各部がー速に投網沈降する時の

状態を知るぺく，先ず台網部に就いて観察した。実際に商船が全速で投稿し紡をするまでの所要時間は

その時の海況・魚群の大きさ・漁網の構成規模等に依り異るが，凡そ浮子方 800-鎖国(1mの績で2分30

Table 3. The ratio of the net dep位18before and after using 

NaI-lit ahdd 即位1when Nabeot udt eSpothh ouafr凶sirnum抱dfeorr- Ratio of 
shorぬ(n%in)g 

(em) water experim田 ts(四 1)

Dlinee ptoh f rtrhl鈍eSbuarg -d naet long the ωnter 58.0 48.0 17.2 

hlinpe toh f tIhZIe 舗baaugrdand aNlon0g .ltwheing 鶴nmet 58.0 48.0 17.2 

Plin-e ptoh f tmhe 処NE0ur.eldmad loNn0g .2thweing 鎚namet 57.0 48.5 15.0 

Dlin-e puoaf h thme 舗N駅0E.2edmadloNn0g • the s倒 m
No. 2 and No. 3 wing net 54.5 49.0 10.0 
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秒-4分位(模型網で約2.3秒-3.7秒〕である。しかしこの装置での実験では船の曳行が手動のためJ
この時間内で一定速度で投網出来るとは限らず従って投網の所要時間毎にそれぞれ投網開始後の経過

時間に対する網丈及び網裾の状態を調べるのには 8mmシネカメラ(毎秒8コマ〉で撮影して検討する

方法を採らざるを得なかった。即ち撮影したフィルムを万能投影機で拡大して投網終了直後・ 1秒後-

s秒後及び5秒後の4時刻に於ける台網の浮子方から沈子方までの水平距離とその時の網丈とを測定し
た訳である。第4表はこの観察結果であるが実験回数が少く又同じ投網所要時間の資料が揃わないので

沈降状態に就いて定量的な結論を得るまでに至らなかったが，定性的には次の様な事をいい得るであろ

う。 (1)本装置を用いての台網の投網及び沈降状態は恰も実際のこれら状態に近似した。 (2)本網の全

沈降カ及び締括鋼の長さの決定では投網後，相当時間経過しでも台網部の壁立が見られず，網の沈降状

態は第9図の様な三通りの沈み方に大別される。即ち網は投網終了直後 A)或る時間までは浮子方から

Table 4. The state of sinking bag net just af加醐.tinginぬewaぬr

Nmbad l me time 砕 I~臨la阿討出伽z立me

位附i加m朗鮒tl2誕己?s払t「ぷお!|:挺t民:I皐訟咋ぷJ!蹴 I from 
1 仁l ijli 
Eii  
下 |-iトゴ二
二上二パト三上
仁三 ii li 

3.2 

2 3.4 

s 3.6 

4 4.0 

5 4.0 

6 4.7 

Type of 
sinking 

A 

C 

B 

B 

C 

C 

5.3 -一
S
一5
一O
一1
一S
一5
一O
一1
一S
E

ドトi三|5.4 

9 6.1 

C 
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沈子方までの水平距離を増し乍ら沈降する。

B)或る時間までは垂直にその後， 徐々に水

平距離を締めつつ沈降する。 C)徐々に水平

距離を縮めつつ沈降する。 (3)本網の網丈が

使用時間の増すにつれて大きく縮小する事，

他の研究者の資料と較べて沈降速度も梢々遅

い事等が認められた。

... type 

[XV， 3 

B type c念7p・

これら模型実験は予備的・断片的であった

が，今後更に本網各部の沈降状態を精細に観

察し特に網丈の縮小に留意しつつ，網の沈降

力を増減せしめたり，構成を変えて沈降速度

等も正確に測定する様な実験を進めて行く所

存である。

Text-fig. 9. Three kinds of the state of bag 
net sinking after the net was set in water 

4要約

(A) 筆者等は石狩湾に於ける旋網中操業近代化の要因を備えている二綬旋巾着網の構成に就いて調

査した 15ケ統の資料を統計的に取扱い検討を加えた。

(1) 当海区の巾着網の構成は他海区よりの入稼船が多くそれぞれの経験的な設計・仕立方の違いが

見られる。経年的に大型化の傾向があるが浮子方 600-100伽nの網では漁獲成績の優劣がつけがたく，

海況・魚群生態及び漁法等に支配される事が多い。網の長さと漁獲成績とは必ずしも比例せず本網の性

能を高める上に重要な素因となる網丈を深くすれば幾分，小型化しでも支障がない様に思われる。

(2) 浮子方の長さ (x)に対する所要綱地重量(百〕との関係は百=0.03x1・8となったが，この関係の

中で使用漁船に対して構成規模の過大さ，所要綱地量の軽量等が窺われた。又浮子方の長さに対する台

網，立肘網の丈に就いては夫々浮子方の長さにに軽い比例関係を持つが，これは漁場と魚群の実際面よ

り生じた結果で他海区の操業網に較べて深めに構成されているものと考えられる。しかし当海区のサパ

の群集水深・潜入深度から見ても構成規模は適正であるといえる。

(B) 上記の資料は当海区の巾着網の資材・構成規模を代表するものとして，これら平均値を基本網

の設計基準と考え，能率的・経済的漁具の構成を目的として巾着網性能の向上を図るべくその第一歩と

して基本網の模型及び二綬旋々網の投網装置を試作し，二・三の予備的実験を行った。

(1) 試作投網装置に依り投網，沈降させた処，実際の操業時に観察できた状態に近似した状態を

示した。又締括実験では手動のため定速状態で行い得なかったが，環数を実網同様に多く取り付けるこ

と等に依り円滑に締括された。実際の投網，沈降状態を知る予備実験として静水中で本網各部を棒状に

束ねてから落とした時と水面に平行にしてから落とした時の各部の沈降速度を測定した処，後者の時は

前者の1.8-2倍であった。一般に両者の測定では台網と各袖網との間には特に大きな差は見られない

が後者の場合，台網の沈降時聞が各袖網より幾分速い。之は各部の水中重量・網丈の縮小度の大小に依

るものであろう。尚これら沈降状態を見ると後者の方が梢々実網の状態に似ているが，速度の点では遅

く，この点網の抵抗が実網と模型とでは違うからであると思われる。

(2) 水中に於げる同一資材・太さの網では日合の小さい程，網丈の縮小度が大きくこれは網地の吸

水状態・網全体にかかる抵抗・浮力・沈力及び網糸の剛さに依り異るであろうが，模型製作上その分を

予め見込む必要があり，実網の網丈の決定に就いてもこの縮小度を充分考慮する必要がある。

(3) 試作投網装置を用いて模型網各部の一連の沈降状態を知るべく，先ず台網に就いて観察したが

実験回数が少く定量的にはまとめ得なかったが定性的には略々三通りの状態が見られた。尚実験では網
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丈の縮小が大きく沈降速度も税々遅いが，これは本網の沈降カ・網糸の剛さ等に影響されるものと思わ

れる。
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Appendix I. Dimensions of main pa抗日 of nets and their whole weights 

Mark of 
dwLhg飢oelge nteuht pp(omaf r ) wLhEonle gtlh owoef r ND0ne.ep4t th (wmoi)nf z Dbsapz (mthn) eot f 

Whole 
n。zEEa割aE(旭g当mra也)dnd eg色・ldLaweahe〈gmdg岨)hHαgf ・t sample wne-it gh(kt go) f net edge net (m) 

(A) 616.0 120.0 120.0 4154.3 56.0 56.0 

(B) 820.0 820.0 92.0 85.0 4747.1 90.0 90.0 

(C) 852.0 889.0 127.2 136.1 5742.4 44.0 45.0 

(D) 1050.0 1050.0 150.8 148.0 8伺6.9 70.0 70.0 

(E) 814.4 834.8 150.0 151.1 7650.0 80.0 80.0 

(F) 547.2 579.2 70.0 85.8 盟12.5 60.0 60.0 

(G) 752.4 795.4 90.0 93.3 3708.2 72.0 72.0 

(H) 630.2 668.0 76.4 93.2 2730.9 48.8 48.8 

(1) 912.1 952.6 107.4 3263.4 22.5 22.8 

くJ) 811.2 842.8 105.3 121.5 3467.4 却 .8 23.2 

(K) 1017.3 1β69.8 81.6 1出 .8 4441.5 40.5 40.2 

(L) 916.6 955.6 122.4 121.9 4061.7 36.0 36.0 

(M) 895.0 895.0 84.0 113.2 関25.4 48.8 48.8 

(N) 690.4 738.4 74.9 悌.8 3021.2 49.5 49.5 

(0) 948.0 991.2 90.3 97.1 4005.2 37.5 38.9 
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Appendix II. Mean valu回 andω，nfiden<僧 limits(95%) on dimension of 

main parts of七.benet and their whole weights 

Main part of net M錨 nv山醐 andωn剖組celimits (95%) 

Length of whole upper edge net ∞mpleted (m) 818.08±82.00 MMainz1055470..0 2 

Length of whole lower edge net ω>mple.七ed(m) 846.50:t82.70 ~a; 1帽5799..82 

L釦 gthof upper edge of bag net (m) Max 90.0 
51.90:t11.∞Min 20.8 

Length of lower ed酔 ofbag net (m) Max 90.0 
52.10士10.80 M~ 22.8 

Depth of No. 4 wing net (m) Max 1駒 .8
1但 .70:t14.90 M~ 70.0 

Depth of bag net (m) Max 153.8 
115.90土13.02 Mr~ 85.0 

Whole weight per a net (kg) M阻部06.9
4515.8O:t991.ω Min 2212.5 

Appendix III. Mean valu倒 and∞nfidencelimits C筋%)on the thickne鈎，
size of mesh， and contractility 

Name 田郡 andmain part I Thi伽棚倒0)I 8ize of m拙 (em)I伽同制(%)

Upp釘 edge凹rt 13.伺士2.50 6.∞:t0.43 31土2

Bag net Main開此 7.40土0.74 4.80:t0.21 30:t2 

Lower edg唱P釘t 14.10土2.90 6.∞:t0.48 29:t3 

Uppぽ剖gepart 11. 70:t2.10 6.10:t0.41 29:t2 

No. 1 wing net Main開.rt 6.10土0.56 6.∞:t0.27 28土2

Lower edg曹関.rt 13.30土2.50 6.30:t0.50 24:t3 

Upper edge PI凶 11.∞:t2.却 6.00土0.36 27:t3 

No. 2 wing net Main開rt 6.∞ 5.73 26:t2 

Lower edg曹part 11.卸土2.60 6.40:t0.46 23土2

Upper edg唱開rt 6.伺:t0.35 27:t3 

No. 3 wing net Main開rt 6.00土0.39 6.20 26:t2 

Lower edg唱part 11.40:t2.70 6.40:t0.44 23:t3 

Upper edge part 10.伺:t3.2o 6.10:t0.61 27:t3 

No. 4 wing net Main part 7.10:t2.76 6.50:t0.55 23:t3 

Low，釘 edg曹関rt 11.70土3.90 6.50土0.67 24:t3 

倒的 NumlM誼 oftwine 
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Explαnation of Plates 



PLATE 1 

Figs. 1-5. Side views of the net at the beginning of set， the way 

of sinking， and at the finish of the set 



Bull. Fac. Fish.， Hokkaido Univ.， XV， 3 PLATE 1 

Nakamura & Tgarashi: Studies on the fishery of mackerel by Purse seines 



PLATE 11 

Figs. 1-5. Front views of the net， from beginning to end of enclosure 



BulJ. Fac. Fish.， Hokkaido Univ.， XV， 3 PLATE II 

Nakamura & Igarashi: Studies on the fishery of mackerel by Purse seines 



PLATE III 

Figs. 1-5. Side views of the net， from beginning ωend of enc10sure 



Bull. Fac. Fish.. Hokkaido Univ.， XV， 3 PLATE III 

Nakamura & Igarashi: Studies on the日sheryof mackereJ by Purse seines 
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